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建学の精神・理念・アドミッションポリシー               

 北海道が設立した北海道公立大学法人 札幌医科大学は、北海道の地域医療に貢献する医療人（医師、看護

師、理学療法士、作業療法士）を育成するという北海道民の強い要請に応え、次のとおり建学の精神及び理

念を掲げています。 
 
【建学の精神】 

  一、進取の精神と自由闊達な気風 

  一、医学・医療の攻究と地域医療への貢献 

 

【理 念】 

人間性豊かな医療人の育成に努めます 

道民の皆様に対する医療サービスの向上に邁進します 

国際的・先端的な研究を進めます 

 

【アドミッションポリシー】 

 札幌医科大学では、カリキュラムに沿った学修によってディプロマ・ポリシーに示す水準を満たすことができる学生を

求めています。そのため、高い基礎学力、文化や社会に関する基礎知識、基本的なコミュニケーション能力と協調性、

自己教育の意欲と習慣を備えた学生を受け入れます。 

 

[医学部] 
 医学部は、北海道民の健康と医療を守り、地域や国際医療に貢献できる医師及び国際的・先端的研究を通じて 

世界に貢献できる研究医を育てます。そのため、次のような資質を有する学生を求めます。 

 

１．命を尊ぶ心を持ち、病める人を救う情熱のある人 

２．他者を理解しようという意欲と奉仕の精神、倫理観を持っている人 

３．社会生活で守らなければならない法律や道徳に従い、良識ある行動ができる人 

４．医学・医療を学ぶにふさわしいコミュニケーション能力、協調性及び想像力を持っている人 

５．地域社会への興味・関心を持ち、北海道に貢献する意志を持つ人 

６．国際的視野で考え行動し、科学的探究心と創造力を持って生涯にわたって学修に取り組む能力を持っている人 

 

○入学までに身につけておいてほしいこと 

１．高等学校で学ぶ諸教科に関する高い基礎学力 

１）医学を学習するための基礎学力：生命科学としての医学を学習するにあたって、生物、化学、物理及び数学の基

礎学力は必須です。さらに、医療と医学研究の場では、人との交流が基盤となります。それを支えるコミュニケー

ション能力を発揮するために、論理的に思考し、相手に伝えることのできる正確な日本語と国際的視野で考え  

行動するための英語の学力が重要です。 

２）人類の文化や自然、社会に関する幅広い基礎知識：医学研究と医療の実践には、人文社会科学の視点から健

康・疾病を理解することが必要です。そのために、自然科学のほか、人文社会科学など幅広い領域に関する  

基礎知識が不可欠です。  

２．自ら課題を探求し、問題を解決する学習習慣 

医師には生涯にわたる自己研鑽が求められます。自ら課題を抽出し、問題点・疑問点を解決していく積極的な 

学習姿勢が必要です。 

３．自主的、協調的な態度と行動 

チーム医療なしには医療は実践できません。医師は医療チームの一員として、他者と連携・協調して行動する  

ことが求められます。 

４．健康な生活を送るための基本的生活習慣 

人々の健康を守り、病に立ち向かう医師となるための精神力と体力が必要です。まず自分の健康に心がけ、基本

的生活習慣を身につけていることが不可欠です。 
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[保健医療学部] 
 札幌医科大学保健医療学部は、札幌医科大学の建学の精神、理念に基づき、看護師・理学療法士・作業療法士に

求められる実践能力やそれぞれの学問分野の発展に寄与する研究能力の基礎・基本を育むことを目的に、ディプロマ・

ポリシー（学位授与方針）、カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施方針）に基づく教育を行っています。このような  

教育を受けるための条件として、以下に掲げる能力・資質を具えた学生を受け入れます。 

 

○求める学生像 

【知識・技能】 

１．高等学校の教育課程で学ぶ知識・技能を幅広く、かつ高いレベルで有している 

【思考力・判断力・表現力】 

２．社会の様々な課題について、知識や情報をもとに筋道を立てて論理的に思考し、自分の言葉で表現できる 

３．知的探求心をもって広く社会に目を向け、柔軟な発想で物ごとをとらえることができる 

【主体性をもって多様な人々と協同して学ぶ態度】 

４．良心と社会規範にしたがって良識ある行動をとることができる 

５．人々との交流を大切にし、常に温かな配慮をもって他者と接することができる 

６．自らの成長のために粘り強く物ごとに取り組むことができる 

 

○入学前に身につけておくことが期待されるもの 

１．高等学校で学ぶ諸教科に関する高い基礎学力 

１）人類の文化や自然、社会に関する幅広い基礎学力 

保健・医療・福祉は人間を対象に社会の中で営まれる実践です。そのために、文化や自然、社会に関する偏り

のない基礎知識が不可欠です。 

２）人々との交流を深め、論理的に思考し表現するための基礎学力 

保健・医療・福祉の実践は人々との交流を基盤とします。また、物ごとを多面的に捉えて論理的に思考し、相手

に伝えることのできる日本語の能力、国際的視野で考え行動するための外国語力が重要です。 

２．他者との連携・協働を必要とする課題に対し、誠実に取り組む姿勢 

保健・医療・福祉の実践はチームで取り組みます。他者と連携・協働して何かに取り組んだ経験は専門的実践を

学ぶ上での力となります。 

３．自らの疑問を解決し、知識を深めるための学習習慣 

専門職には生涯にわたる自己研鑽が求められます。疑問を解決するために、また、知識を広げ深めるために、

自ら進んで調べ学ぶ習慣を身につけておく必要があります。 

４．健康な生活を送るための基本的生活習慣 

人々の健康と生活を守るためには、自分の健康に心がけ、しっかりとした基本的生活習慣を身につけていること

が不可欠です。 

 

○入学者選抜のあり方 

【一般選抜】 

１．共通テストでは５教科（国語・数学・理科・社会・外国語）７～８科目を課し、基礎学力を確認します。 

２．個人および集団面接試験によって、将来の看護師・理学療法士・作業療法士としての意欲や適性、本学部の 

教育を受ける上で必要となるコミュニケーション力や協調性等の能力・資質を評価します。調査書は面接試験の

参考とします。 

【学校推薦型選抜】 

１．小論文試験では、読解力や観察力、論理的思考力、表現力を評価します。 

２．個人面接試験によって、将来の看護師・理学療法士・作業療法士としての意欲と適性、地域医療への貢献意志、

本学部の教育を受ける上で必要となるコミュニケーション力等の能力・資質を評価します。調査書、志願理由書は

面接試験の参考とします。 

３．共通テストでは３科目（外国語、ほか 2 科目）を課し、基礎学力を確認します。 
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Ⅰ 募集人員・日程等                        
１ 募集人員 

学部・学科 合計 

一般選抜（前期日程）（注１、３） 学校推薦型選抜 

一般枠 
先進研修連携枠

（ＡＴＯＰ－Ｍ） 

先進研修連携枠

（ＡＴＯＰ－Ｍ） 
特別枠 
（注２） 

医 学 部 医 学 科 １１０ ２０ ５５ ２０ １５ 

   ※ＡＴＯＰ－Ｍ（エイトップ・エム） ： Advanced education and training opportunities program for medical students 

（注１） 一般選抜募集人員について：「先進研修連携枠（ＡＴＯＰ－Ｍ）」合格者が先に募集人員（５５名）に達した 

場合、募集・選考状況により、他の合格者は「一般枠」と「先進研修連携枠（ＡＴＯＰ－Ｍ）」を合わせて２０名と

なり、 「一般枠」合格者が募集人員に満たない場合があります。 

（注２）  学校推薦型選抜「特別枠」の募集人員については、北海道とともに文部科学省及び厚生労働省へ認可申

請する予定である令和５年度医学部医学科入学定員の臨時増員（８名）が含まれており、現時点で確定して

いる定員ではございません。なお、臨時増員が認められた場合は、令和５年度までの時限措置となります。 

（注３）  一般選抜の募集人員は、「学校推薦型選抜」の合格者数によって、増える場合があります。 

学部・学科 合計 一般選抜（前期日程） 学校推薦型選抜 

保健医療学部 

看 護 学 科 ５０ ４０ １０ 

理学療法学科 ２０ １６ ４ 

作業療法学科 ２０ １６ ４ 

計 ９０ ７２ １８ 

 
２ 日程 

 (1)出願受付日程 
試験区分 医学部 保健医療学部 

一 般 選 抜 （ 前 期 日 程 ） 令和 5 年 1 月２３日（月） ～ ２月 1 日（水）２月３日（金） 

学 校 推 薦 型 選 抜 
令和４年１１月２1 日(月) 

    ～１１月２５日（金） 

令和４年１１月１日（火） 

    ～１１月４日（金） 

 
(2)本学試験日程 

試験区分 医学部 保健医療学部 

一 般 選 抜 （ 前 期 日 程 ） 
令和５年２月２５日（土） 

令和５年２月２６日（日） 
令和５年２月２５日（土） 

学 校 推 薦 型 選 抜 令和５年２月１日（水） 令和４年１１月２６日（土） 

 

※ 追試験日程 （新型コロナウイルス感染症に罹患した入学志願者の受験機会を確保するため） 

試験区分 医学部 保健医療学部 

一 般 選 抜 （ 前 期 日 程 ） 
令和５年３月４日（土 ） 

令和５年３月５日（日 ） 
令和 5 年３月４日（土） 

学 校 推 薦 型 選 抜 令和５年２月８日（水 ） 令和４年１２月１０日（土） 

①追試験対象事由は次のとおりとします。 

（ア）新型コロナウイルスに罹患し、本試験日に入院中又は自宅や宿泊施設において療養中の者 

（イ）発熱・咳等の症状があり、本試験日の検温で３７．５度以上の熱がある者 

（ウ）保健所等から濃厚接触者として特定され本試験前日までに健康観察期間が終了していない者 

※ （ウ）については、自治体の初期スクリーニングの結果が陰性であり、本試験当日も無症状、かつ公共交通機関

を利用しない移動等をすることにより、受験を認める場合があります。 
②追試験への申請方法など実施方法詳細については、別途、学生募集要項等にてお知らせします。 
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(3)合格発表日 

試験区分 医学部 保健医療学部 

一 般 選 抜 （ 前 期 日 程 ） 令 和 ５年 ３月 ８日 (水 ) 

学 校 推 薦 型 選 抜 令 和 ５年 ２月 ８日 (水 )令和５年２月１４日（火） 

  ※医学部学校推薦型選抜第１段階選抜合格発表：令 和 ５年 １月 ５日 （木 ） 

   保健医療学部学校推薦型選抜第１次選考合格発表：令和４年１２月６日（火）令和４年１２月２０日（火） 
 
３ 学生募集要項の配布日 

試験区分 医学部 保健医療学部 

一 般 選 抜 （ 前 期 日 程 ） 令和４年１０月下旬（予定） 

学 校 推 薦 型 選 抜 令和４年１０月下旬（予定） 令和４年９月下旬（予定） 
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Ⅱ 医学部 医学科 出願資格・選抜方法等              
１ 一般選抜 

 医学部では、顕在化している医師不足に対して、北海道が設立した医科大学として道内で医学・医療に従事する 

医師を養成するために、「先進研修連携枠（ＡＴＯＰ－Ｍ）」を設置しています。これにより一般選抜は２種類の出願枠 

となります。 

 

(1) 出願資格 
ア 一般枠 

 次の各号のいずれかに該当し、かつ、令和５年度大学入学者選抜大学入学共通テスト（以下「大学入学共

通テスト」という。）において、本学が指定した教科・科目をすべて受験した者 

 （ア） 高等学校又は中等教育学校を卒業した者及び令和５年３月卒業見込みの者 

 （イ） 通常の課程による１２年の学校教育を修了した者及び令和５年３月修了見込みの者 

 （ウ） 学校教育法施行規則第１５０条の規定により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められ

る者及び令和５年３月３１日までにこれに該当する見込みの者 

    ただし、同条第７号の規定により出願を希望する者は、事前に資格審査を受けなければならず、一般選抜

の出願受付開始日の 5 日前までに資格審査を申請する必要があります。 

    なお、詳細については、本学事務局学務課入試係に問い合わせしてください。 

 

 イ 先進研修連携枠（ＡＴＯＰ－Ｍ） 
上記「ア 一般枠」に加え、次に該当する者 

 （ア） 医師法第１６条の２第１項に規定する臨床研修（以下「初期臨床研修」という。）を修了後、所定のプログラ

ム※（卒後の必修プログラム）に従事することを確約できる者 

※ 「所定のプログラム」 

卒業後、札幌医科大学附属病院を含む臨床研修指定医療機関で初期臨床研修修了後、札幌医科

大学医学部又は附属病院の各診療科に所属し、７年間、札幌医科大学及び本学の卒後の必修プログ

ラムに関連する国内外の医療機関又は研究機関において医学・医療に従事するものです。 

北海道の医学・医療において指導的・中核的役割を担える医師の育成を目指します。 

 

いずれの出願枠も、出願者の出身地及び出身高等学校等所在地による制限はありません。 

 
(2) 出願枠 
 ア 一般枠（募集人員 ２０名） 

 （ア） 修学資金貸与制度はありません。 

 

 イ 先進研修連携枠（ＡＴＯＰ－Ｍ）（募集人員 ５５名） 

 （ア） 修学資金貸与制度はありません。 

 （イ） 出願時に、一般選抜の出願書類に加え、初期臨床研修修了後、所定のプログラム（卒後の必修プログラ

ム）に従事する旨の入学志願者及びその保護者による確約書を提出する必要があります。 

なお、この確約書の提出がない場合は、「先進研修連携枠（ＡＴＯＰ－Ｍ）」での出願を受け付けません。 

 

先進研修連携枠の趣旨と要件、入学後から卒後のキャリア形成については、本学ホームページ（医学部入試

枠・卒後必修プログラム）並びに大学案内冊子「LEAP」を参照してください。 

 

 

(3) 出願方法 

出願時に「一般枠」及び「先進研修連携枠（ＡＴＯＰ－Ｍ）」のいずれかを選択して出願します。 
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(4) 入学者の選抜方法 

次のとおり２段階に分けて行います。 

ア 第１段階選抜 

 入学志願者が募集人員に対して本学が定める倍率を超えた場合、大学入学共通テストの成績により、原則

として募集人員に以下の倍率を乗じた数の入学志願者を第１段階選抜の合格者とします。 

（第１段階選抜を実施する場合の倍率） 

 

 

 

（注） 第１段階選抜は、「一般枠」と「先進研修連携枠（ＡＴＯＰ－Ｍ）」 を一括して行います。 

  

イ 第２段階選抜 

次の項目の成績及び結果を総合して合格者を決定します。 

なお、調査書は面接の際の資料とします。 

日程 一般枠・先進研修連携枠（ＡＴＯＰ－Ｍ） 

前 期 日 程
 ・ 大学入学共通テスト 

・ 第２次試験（個別学力検査・個人面接） 

 （注１） 合格者は、総合点の高い順に決定します。 

 （注２）  一般選抜の募集人員は、「一般枠」と「先進研修連携枠（ＡＴＯＰ－Ｍ）」を合わせて７５名です。 

「先進研修連携枠（ＡＴＯＰ－Ｍ）」合格者が先に募集人員（５５名）に達した場合、募集・選考状況により、

他の合格者は「一般枠」と「先進研修連携枠（ＡＴＯＰ－Ｍ）」を合わせて２０名となり、「一般枠」合格者が 

募集人員に満たない場合があります。 

（注３） 一般選抜の募集人員は、「学校推薦型選抜」の合格者数によって、増える場合があります。 

 

(5) 大学入学共通テストの受験を要する教科・科目等 

 ア 一般枠・先進研修連携枠（ＡＴＯＰ－Ｍ）（５教科７科目） 

教科 科目 科目等の選抜方法 

国語 『国語』 必須 

地理歴史
 

「世界史Ｂ」「日本史Ｂ」「地理Ｂ」 

左記の７科目から１科目選択（注１） 
公民

 「現代社会」「倫理」「政治・経済」 

『倫理、政治・経済』 

数学 

『数学Ⅰ・数学Ａ』 必須 

『数学Ⅱ・数学Ｂ』 

『簿記・会計』『情報関係基礎』 
左記の３科目から１科目選択（注２）

 

理科 「物理」「化学」「生物」 左記の３科目から２科目選択 

外国語 
『英語』『ドイツ語』『フランス語』 

『中国語』『韓国語』 

左記の５科目から１科目選択 

（英語は、リスニングの成績も判定の対象とします。） 

（注１） 地理歴史・公民を指定した科目数以上受験した場合は、第１解答科目を合否判定の資料として用います。

第１解答科目で本学が指定した科目を受験しなかった場合には、たとえ第２解答科目で本学が指定した  

科目を受験した場合でも、地理歴史・公民を受験しなかったものとみなします。 

（注２） 『簿記・会計』『情報関係基礎』を選択することができる者は、高等学校又は中等教育学校でこれらの科目

を履修した者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の学科の修了（見込み）者に限ります。 

  

学科 募集人員 倍率 

医 学 科 ７５名 ５倍 
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(6) 第２次試験の実施教科・科目等 

 ア 一般枠・先進研修連携枠（ＡＴＯＰ－Ｍ） 

日程 教科 科目 科目等の選択方法 

前 期 日 程 

(注５) 

数 学 
「数学Ⅰ」「数学Ⅱ」「数学Ⅲ」 

「数学 A」「数学 B」 （注１） 
必須 

理 科 

「物理」「物理基礎」 (注２) 
左記３種類の組み合わせから 

２種類選択（必須） 
「化学」「化学基礎」 (注３) 

「生物」「生物基礎」 (注４) 

外 国 語 

『英語』 

「コミュニケーション英語Ⅰ」 

「コミュニケーション英語Ⅱ」 

「コミュニケーション英語Ⅲ」 

「英語表現Ⅰ」「英語表現Ⅱ」 

必須 

面  接 （個人） 必須 

（注１） 「数学Ⅰ」「数学Ⅱ」「数学Ⅲ」「数学Ａ」は全範囲を出題範囲とします。 

 「数学 B」は「数列」、「ベクトル」から出題します。 

（注２） 「物理」は「半導体中の電子のエネルギー帯」、「トランジスター」、「ダイオード」以外から出題します。 

「物理基礎」は全範囲を出題範囲とします。 

（注３） 「化学」「化学基礎」は全範囲を出題範囲とします。 

（注４） 「生物」「生物基礎」は全範囲を出題範囲とします。 

（注５） 数学・理科・外国語・面接のうち、いずれか１教科でも受験しなかった者は、合格者にはなりません。 

     なお、理科は２科目の受験が必要です。 

 

(7) 教科の配点 

 ア 第１段階選抜に用いる大学入学共通テストの教科の配点 

 (ア) 一般枠・先進研修連携枠（ＡＴＯＰ－Ｍ） 

学科 国語 地理歴史・公民 数学 理科 外国語 計 

医 学 科 ２００ １００ ２００ ２００ ２００※ ９００ 

※ 英語の場合 リーディング１００点＋リスニング１００点＝２００点 

ただし、リスニングを免除された者については、リーディングの得点を２倍します。 
 

 イ 第２段階選抜の配点 

 (ア) 一般枠・先進研修連携枠（ＡＴＯＰ－Ｍ） 

日程 試験区分 国語 地理歴史・公民 数学 理科 外国語 面接 計 総合点 

前期日程 
大学入学共通テスト １５０ ５０ １５０ ２００ １５０ － ７００ 

１,４００ 
第 2 次試験 － － ２００ ２００ ２００ １００ ７００ 

  （注） 面接により医療人となるための適性を欠くと判断された場合は、総合点の成績に関わらず、不合格になる 

場合があります。 
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(8) 身体等に障害のある入学志願者との事前相談 
 本学への入学志願者で、次表に該当する場合（学校教育法施行令第２２条の３に準拠）は、受験上及び修学

上の配慮が必要となることがありますので、令和 4 年 12 月 14 日(水)までに必ず本学事務局学務課入試係に電

話等で問い合わせしてください。 

 必要に応じ、本学において、原則入学志願者及び保護者、又はその立場を代弁しうる者等との面談を行いま

す。 

   問い合わせ先  

札幌医科大学事務局学務課入試係 電話０１１-６１１-２１１１（内線２１８３０・２１８４０） 

 

(9) 入試過去問題の活用 
ア 本学は、アドミッション・ポリシーを実現するため、必要な範囲において、「入試過去問題活用宣言」に参加し

ている大学の入試過去問題を使用して出題することがあります。ただし、必ず使用するとは限りません。 

イ 入試過去問題を使用する際は、そのまま使用することも、一部改変することもあります。 

ウ 「入試過去問題活用宣言」の詳細及び参加大学の一覧については、次のＵＲＬにて公表しています。   

http://www.nyushikakomon.jp 

  

ア 両眼の矯正視力が０．３未満の者又は視力以外の視機能障害が高度の者のうち、拡大鏡等の使用によっ

ても通常の文字、図形等の視覚による認識が不可能又は著しく困難な程度の者 

イ 両耳の聴力レベルが６０デシベル以上の者のうち、補聴器等の使用によっても通常の話声を解することが   

不可能又は著しく困難な程度の者 

ウ 肢体（上肢・体幹・下肢）不自由の状態により、立位もしくは座位の保持又は歩行することが不可能又は困

難な者 

エ 肢体（上肢・体幹・下肢）不自由の状態により、筆記又は実験・実習をすることが不可能又は困難な者 

オ 慢性の呼吸器、心臓、腎臓疾患等の状態が継続して医療・生活規制を必要とする程度の者又はこれに準

ずる者 

カ 身体虚弱の状態が継続して生活規制を必要とする程度の者 

キ 上記以外で、受験上、修学上特別の配慮を必要とする程度の機能障害を有する者 



- 9 - 
 

２ 学校推薦型選抜 

(1) 出願資格 

 ア 先進研修連携枠（ＡＴＯＰ－Ｍ） 

 北海道内に所在する高等学校又は中等教育学校を令和５年３月卒業見込みの者のうち、最終学年を含む 

３年以上継続して道内に在住する者で、次のすべての要件に該当し、卒業見込みの高等学校又は中等教育

学校の学校長が推薦する者 

 なお、学校長が推薦できる人数は１つの高等学校又は中等教育学校につき３名以内とし、特別枠と重複して

推薦を受けることはできません。 

 （ア） 高等学校又は中等教育学校における調査書の成績が、全体の学習成績概評で○A又はＡ段階に属する

者で、人物、学力ともに優秀であり、将来、医学の分野において社会に貢献する意欲のある者 

 （イ） 令和５年度大学入学者選抜大学入学共通テスト（以下「大学入学共通テスト」という。）において、本学が  

指定した５教科７科目を受験する者 

 （ウ） 医師法第１６条の２第１項に規定する臨床研修（以下「初期臨床研修」という。）を修了後、所定のプログラ 

ム※（卒後の必修プログラム）に従事することを確約できる者 

 （エ） 合格した際に入学を確約できる者 

 

  ※ 「所定のプログラム」 

卒業後、札幌医科大学附属病院を含む臨床研修指定医療機関で初期臨床研修修了後、札幌医科

大学医学部又は附属病院の各診療科に所属し、７年間、札幌医科大学及び本学の卒後の必修プログ

ラムに関連する国内外の医療機関又は研究機関において医学・医療に従事するものです。  

北海道の医学・医療において指導的・中核的役割を担える医師の育成を目指します。 

 

 イ 特別枠 

 北海道内に所在する高等学校又は中等教育学校を令和４年３月以降卒業又は令和５年３月卒業見込み 

の者のうち、最終学年を含む３年以上継続して道内に在住する者（ただし、既卒者にあっては出願時の住所が

道内・道外を問わない）で、次のすべての要件に該当し、卒業又は卒業見込みの高等学校又は中等教育学校

の学校長が推薦する者 

 なお、学校長が推薦できる人数は１つの高等学校又は中等教育学校につき３名以内とし、先進研修連携枠

（ＡＴＯＰ－Ｍ）と重複して推薦を受けることはできません。 

 （ア） 高等学校又は中等教育学校における調査書の成績が、全体の学習成績概評で○A又はＡ段階に属する

者で、人物、学力ともに優秀であり、将来、医学の分野において社会に貢献する意欲のある者 

 （イ） 大学入学共通テストにおいて、本学が指定した５教科７科目を受験する者 

 （ウ） 本学を卒業後、道内の医療機関に９年以上勤務し、かつ、当該勤務期間のうち北海道医師養成確保修学

資金貸付条例の規定に基づく５年以上の期間を知事が指定する公的医療機関等で勤務することを確約する

とともに、修学資金制度の内容を承知している者 

 （エ） 合格した際に入学を確約できる者 

 

(2) 出願枠 

  先進研修連携枠（ＡＴＯＰ－Ｍ）と特別枠の併願はできません。どちらか一方への専願となります。 

先進研修連携枠と特別枠の趣旨と要件、入学後から卒後のキャリア形成については、本学ホームページ  

（医学部入試枠・卒後必修プログラム）並びに大学案内冊子「LEAP」を参照してください。 

 

 

 ア 先進研修連携枠（ＡＴＯＰ－Ｍ）（募集人員 ２０名） 

 （ア） 出願に当たっては、初期臨床研修修了後、所定のプログラム（卒後の必修プログラム）に従事する旨の

入学志願者及びその保護者による確約書並びに卒業見込みの高等学校又は中等教育学校の学校長から

推薦書、推薦理由書等の提出が必要です。 

 （イ） 修学資金貸与制度はありません。 
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 イ 特別枠（募集人員 １５名（注１）） 

 （ア） 出願に当たっては、入学志願者からの自己推薦書、卒業後一定期間北海道の地域医療に従事する旨の

入学志願者及びその保護者による確約書（注 2）並びに卒業又は卒業見込みの高等学校又は中等教育学

校の学校長から推薦書、推薦理由書等の提出が必要です。 

 （イ） 特別枠の入学者全員を対象として北海道医師養成確保修学資金（大学の入学料及び授業料に相当する

額並びに月額１２万円）が北海道から貸与されます。    

（ウ） 勤務先の医療機関の範囲等、その他修学資金に関する問い合わせ先は次のとおりです。 

北海道保健福祉部地域医療推進局地域医療課  

   〒０６０－８５８８ 札幌市中央区北３条西６丁目  電話：０１１-２０４-５２１４ 

URL: http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/cis/ishikakuho/tiikiwaku.html 

 なお、入学に当たっては、北海道知事に対し、北海道医師養成確保修学資金貸付条例に規定する

必要勤務期間、知事が指定する公的医療機関において医師として従事する旨の誓約書の提出が求め

られます。 

（注１）   学校推薦型選抜「特別枠」の募集人員については、北海道とともに文部科学省及び厚生労働省へ認可申

請する予定である令和５年度医学部医学科入学定員の臨時増員（８名）が含まれており、現時点で確定して

いる定員ではございません。なお、臨時増員が認められた場合は、令和５年度までの時限措置となります。 

（注２） 修学資金の貸与に当たっては、本学を卒業後、道内の医療機関に９年以上勤務し、かつ、当該勤務期間

のうち北海道医師養成確保修学資金貸付条例の規定に基づく５年以上の期間を知事が指定する公的医

療機関等で勤務することが義務づけられており、出願時に札幌医科大学長に対し、確約書の提出が必要

です。 

 

(3) 出願方法等 

 ア 先進研修連携枠（ＡＴＯＰ－Ｍ）と特別枠の併願はできません。 

 イ 学校推薦型選抜の出願者は、本学の学校推薦型選抜に不合格であった場合に備えて、本学又は他の国公

立大学の一般選抜に出願することができます。 

なお、本学の一般選抜に出願する場合は、学校推薦型選抜の出願とは別に出願しなければなりません。 

 

(4) 入学者の選抜方法 

 ア 先進研修連携枠（ＡＴＯＰ－Ｍ） 

   次のとおり２段階に分けて行います。 

区分 選抜方法 

第 １ 段 階 選 抜 

入学志願者が募集人員の３倍を超えた場合、高等学校長又は中等教育学校長から提

出された調査書及び推薦理由書の内容に基づいて、原則として募集人員の３倍の数の

入学志願者を第１段階選抜の合格者とします。 

第 ２ 段 階 選 抜 

 次の項目の結果を総合して合格者を決定します。 

 なお、推薦理由書及び調査書は面接の際の資料とします。 

 ・ 大学入学共通テスト 

 ・ 第２次試験（総合問題・個人面接） 

 

 イ 特別枠 

   次のとおり２段階に分けて行います。 

区分 選抜方法 

第 １ 段 階 選 抜 

入学志願者が募集人員の３倍を超えた場合、高等学校長又は中等教育学校長から提

出された調査書、推薦理由書及び自己推薦書の内容に基づいて、原則として募集人員

の３倍の数の入学志願者を第１段階選抜の合格者とします。 

第 ２ 段 階 選 抜 

 次の項目の結果を総合して合格者を決定します。 

 なお、推薦理由書及び調査書は面接の際の資料とします。 

 ・ 大学入学共通テスト 

 ・ 第２次試験（総合問題・個人及び集団面接・自己推薦書） 
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 (5) 大学入学共通テストの受験を要する教科・科目等 

  ア 先進研修連携枠（ＡＴＯＰ－Ｍ）・特別枠（５教科７科目） 

教科 科目 科目等の選択方法 

国 語 『国語』 必須 

地 理 歴 史 「世界史 B」「日本史 B」「地理 B」 

左記７科目から１科目選択（注） 
公 民

 「現代社会」「倫理」「政治・経済」 

『倫理、政治・経済』 

数 学 
『数学Ⅰ・数学Ａ』 必須 

『数学Ⅱ・数学Ｂ』 必須 

理 科 「物理」「化学」「生物」 左記３科目から２科目選択 

外 国 語
 『英語』『ドイツ語』『フランス語』 

『中国語』『韓国語』 

左記５科目から１科目選択 

（英語は、リスニングの成績も判定の対象とします。） 

 （注） 指定した科目数以上受験した場合は、第１解答科目を合否判定の資料として用います。ただし、第１解答

科目で本学が指定した科目を受験しなかった場合には、たとえ第２解答科目で本学が指定した科目を受験

した場合でも、合格者にはなりません。 

 

 (6) 第２次試験の実施教科・科目等 

  ア 先進研修連携枠（ＡＴＯＰ－Ｍ）・特別枠 

教科・科目等 科目等の選択方法 

総 合 問 題 必須 

面           接     （注） 必須 

（注） 総合問題を受験しなかった者は、面接試験を受験できません。 

 

 (7) 教科の配点 

  ア 先進研修連携枠（ＡＴＯＰ－Ｍ） 

教科 国語 地理歴史･公民 数学 理科 外国語 計 

大学入学共通テスト ２００ １００ ２００ ２００ ２００※ ９００ 

※ 英語の場合、リーディング１００点＋リスニング１００点＝２００点 

ただし、リスニングを免除された者については、リーディングの得点を２倍します。  

（注）大学入学共通テストの成績が、総配点９００点中７００点以上の者を入学候補者として選考の対象とします。 

 

教科 総合問題 面接 大学入学共通テスト 計 

第 ２ 次 試 験 ４００ ４００ ４００※ １,２００ 

※ 大学入学共通テストは、総配点を４００点に換算する。 

（注）面接により医療人となるための適性を欠くと判断された場合は、第２次試験の成績に関わらず、不合格にな

る場合があります。 
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 イ 特別枠 

教科 国語 地理歴史･公民 数学 理科 外国語 計 

大学入学共通テスト ２００ １００ ２００ ２００ ２００※ ９００ 

※ 英語の場合、リーディング１００点＋リスニング１００点＝２００点 

ただし、リスニングを免除された者については、リーディングの得点を２倍します。  

（注）大学入学共通テストの成績が、総配点９００点中７００点以上の者を入学候補者として選考の対象とします。 

 

教科 総合問題 面接 自己推薦書 大学入学共通テスト 計 

第 ２ 次 試 験 ４００ ４００ １００ ４００※ １,３００ 

※ 大学入学共通テストは、総配点を４００点に換算する。 

（注）面接により医療人となるための適性を欠くと判断された場合は、第２次試験の成績に関わらず、不合格にな

る場合があります。 

 

 (8) 身体等に障害のある入学志願者との事前相談 

 本学への入学志願者で、次表に該当する場合（学校教育法施行令第２２条の３に準拠）は、受験上及び修学

上の配慮が必要となることがありますので、令和 4 年 10 月 21 日(金)までに必ず本学事務局学務課入試係に電

話等で問い合わせしてください。 

必要に応じ、本学において、原則入学志願者及び保護者、又はその立場を代弁しうる者等との面談を行いま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   問い合わせ先  

   札幌医科大学事務局学務課入試係 電話０１１-６１１-２１１１（内線２１８３０・２１８４０） 

 

(9) 入試過去問題の活用 
ア  本学は、アドミッション・ポリシーを実現するため、必要な範囲において、「入試過去問題活用宣言」に参加し

ている大学の入試過去問題を使用して出題することがあります。ただし、必ず使用するとは限りません。 

イ  入試過去問題を使用する際は、そのまま使用することも、一部改変することもあります。 

ウ  「入試過去問題活用宣言」の詳細及び参加大学の一覧については、次の URL にて公表しています。 

http://www.nyushikakomon.jp 

 

 

 

 

 

 

ア 両眼の矯正視力が０.３未満の者又は視力以外の視機能障害が高度の者のうち、拡大鏡等の使用によっ

ても通常の文字、図形等の視覚による認識が不可能又は著しく困難な程度の者 

イ 両耳の聴力レベルが６０デシベル以上の者のうち、補聴器等の使用によっても通常の話声を解することが

不可能又は著しく困難な程度の者 

ウ 肢体（上肢・体幹・下肢）不自由の状態により、立位もしくは座位の保持又は歩行することが不可能又は

困難な者 

エ 肢体（上肢・体幹・下肢）不自由の状態により、筆記又は実験・実習をすることが不可能又は困難な者 

オ 慢性の呼吸器、心臓、腎臓疾患等の状態が継続して医療・生活規制を必要とする程度の者又はこれに

準ずる者 

カ 身体虚弱の状態が継続して生活規制を必要とする程度の者 

キ 上記以外で、受験上、修学上特別の配慮を必要とする程度の機能障害を有する者 
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Ⅲ 保健医療学部 看護学科 出願資格・選抜方法等          

１ 一般選抜（募集人員 ４０名） 

 

 (1) 出願資格 

 次の各号のいずれかに該当し、かつ、令和５年度大学入学者選抜大学入学共通テスト（以下「大学入学共通

テスト」という。）において、本学が指定した教科・科目をすべて受験した者 

  ア 高等学校又は中等教育学校を卒業した者及び令和５年３月卒業見込みの者 

  イ 通常の課程による１２年の学校教育を修了した者及び令和５年３月修了見込みの者 

  ウ 学校教育法施行規則第１５０条の規定により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる

者及び令和５年３月３１日までにこれに該当する見込みの者 

ただし、同条第７号の規定により出願を希望する者は、事前に資格審査を受けなければならず、一般選抜の

出願受付開始日の 5 日前までに資格審査を申請する必要があります。 

なお、詳細については、本学事務局学務課入試係に問い合わせしてください。 

 

(2) 入学者の選抜方法 

次のとおり２段階に分けて行います。 

  ア 第１段階選抜 

 入学志願者が募集人員に対して本学が定める倍率を超えた場合、大学入学共通テストの成績により、原則

として募集人員に以下の倍率を乗じた数の入学志願者を第１段階選抜の合格者とします。 

  （第１段階選抜を実施する場合の倍率） 

学科 募集人員 倍率 

看 護 学 科 ４０名 ３倍 

  

  イ 第２段階選抜 

 次の項目の成績及び結果を総合して合格者を決定します。 

なお、調査書は面接の際の資料とします。 

日程 看護学科 

前 期 日 程 ・ 大学入学共通テスト 

・ 第２次試験（個人及び集団面接） 
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 (3) 大学入学共通テストの受験を要する教科・科目等 

  ア 看護学科 ５～６教科７～８科目 

教科 科目 科目等の選択方法 

国 語 『国語』 必須 

数 学 

「数学Ⅰ」『数学Ⅰ・数学 A』 左記２科目から１科目選択 

「数学Ⅱ」『数学Ⅱ・数学 B』 

『簿記・会計』『情報関係基礎』 
左記４科目から１科目選択（注１）

 

外 国 語
 『英語』『ドイツ語』『フランス語』 

『中国語』『韓国語』 

左記５科目から１科目選択 

（英語は、リスニングの成績も判定の対象とします。） 

地理歴史 「世界史 B」「日本史 B」「地理 B」 
左記７科目から１科目選択 

左記７科目から２科目選択 

（同一科目名を含む選択

不可） 公 民
 「現代社会」「倫理」「政治・経済」 

『倫理、政治・経済』 

理 科 

「物理」「化学」「生物」 

左記３科目

から２科目

選択 

左記３科目

から１科目

選択 

(同一科目

名 を 含 む 

選択不可） 

左記３科目

から１科目

選択 

 

「物理基礎」「化学基礎」「生物基

礎」 
 

左記３科目

から２科目

選択 

（同一科目

名 を 含 む 

選択不可） 

 

左記３科目

から２科目

選択 

（注１）  『簿記・会計』『情報関係基礎』を選択することができる者は、高等学校又は中等教育学校でこれらの 

科目を履修した者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の学科の修了（見込み）者に  

限ります。 

（注２） 地理歴史・公民及び理科については選択方法が４つあります。同一科目名を含む選択はできません。 

（注３） 指定した科目数以上受験した場合は、地理歴史・公民の第１解答科目、残りの科目（理科の「基礎を付 

した２科目」を含む）のうち得点の高い科目２科目を合否判定の資料として用います。 

ただし、理科の「基礎を付さない科目」において、第１解答科目で本学が指定した科目を受験しなかっ

た場合には、たとえ第２解答科目で本学が指定した科目を受験した場合でも「基礎を付さない科目」を受

験しなかったものとみなします。 

また、理科の「基礎を付した科目」で本学が指定した科目を受験しなかった場合には、「基礎を付した 

科目」を受験しなかったものとみなします。 

  

(注 2) 

(注 3) 
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(4) 第２次試験の実施教科・科目等 
日程 教科・科目等 科目等の選択方法 

前 期 日 程 面接（個人及び集団） 必須 

  （注） 面接試験を受験しなかった者は、合格者にはなりません。 

 

(5) 第１段階選抜に用いる大学入学共通テストの教科の配点 
学科 国語 地理歴史・公民 理科 数学 外国語 計 

看 護 学 科 ２００ １００ １００ １００ ２００ ２００※ ９００ 

  ※ 英語の場合 リーディング１００点＋リスニング１００点＝２００点 

    ただし、リスニングを免除された者については、リーディングの得点を２倍します。  

 

 (6) 第２段階選抜に用いる配点 

日程 試験区分 国語 地理歴史・公民 理科 数学 外国語 面接 計 総合点 

前期日程 
大学入学共通テスト ２００ １００ １００ １００ ２００ ２００ － ９００ 

１,１００ 
第２次試験 － － － － － ２００ ２００ 

  （注） 面接により医療人となるための適性を欠くと判断された場合は、総合点の成績に関わらず、不合格になる

場合があります。 

 

 (7) 身体等に障害のある入学志願者との事前相談 

 本学への入学志願者で、次表に該当する場合（学校教育法施行令第２２条の３に準拠）は、受験上及び修学

上の配慮が必要となることがありますので、令和 4 年１２月１４日(水)までに必ず本学事務局学務課入試係に電話

等で問い合わせしてください。 

必要に応じ、本学において、原則入学志願者及び保護者、又はその立場を代弁しうる者等との面談を行いま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   問い合わせ先  

   札幌医科大学事務局学務課入試係 電話０１１-６１１-２１１１（内線２１８３０・２１８４０）  

ア 両眼の矯正視力が０.３未満の者又は視力以外の視機能障害が高度の者のうち、拡大鏡等の使用によっ

ても通常の文字、図形等の視覚による認識が不可能又は著しく困難な程度の者 

イ 両耳の聴力レベルが６０デシベル以上の者のうち、補聴器等の使用によっても通常の話声を解することが

不可能又は著しく困難な程度の者 

ウ 肢体（上肢・体幹・下肢）不自由の状態により、立位もしくは座位の保持又は歩行することが不可能又は

困難な者 

エ 肢体（上肢・体幹・下肢）不自由の状態により、筆記又は実験・実習をすることが不可能又は困難な者 

オ 慢性の呼吸器、心臓、腎臓疾患等の状態が継続して医療・生活規制を必要とする程度の者又はこれに

準ずる者 

カ 身体虚弱の状態が継続して生活規制を必要とする程度の者 

キ 上記以外で、受験上、修学上特別の配慮を必要とする程度の機能障害を有する者 
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２ 学校推薦型選抜（募集人員 １０名） 

 (1) 出願資格 

 北海道内に所在する高等学校又は中等教育学校を令和５年３月卒業見込みの者のうち、最終学年を含む３年

以上継続して道内に在住する者で、次のすべての要件に該当し、卒業見込みの高等学校又は中等教育学校の

学校長が推薦する者 

 なお、学校長が推薦できる人数は、１つの高等学校又は中等教育学校につき１名とします。 

  ア 高等学校又は中等教育学校における調査書の成績が、全体の評定平均値で４.０以上の者で、人物、学力と

もに優秀であり、将来、保健医療の分野において社会に貢献する意欲のある者 

  イ 令和５年度大学入学者選抜大学入学共通テスト（以下「大学入学共通テスト」という。）において、本学が指定

した教科・科目を受験する者 

  ウ 合格した際に入学を確約できる者 
  

 (2) 出願方法等 

  ア 出願に当たっては、卒業見込みの高等学校又は中等教育学校の学校長から推薦書、推薦理由書等の提出

が必要です。 

  イ 学校推薦型選抜の出願者は、本学の学校推薦型選抜に不合格であった場合に備えて、本学又は他の国公

立大学の一般選抜に出願することができます。 

なお、本学の一般選抜に出願する場合は、学校推薦型選抜の出願とは別に出願しなければなりません。 

  ウ 入学後４年間の教育カリキュラムは一般選抜による入学者と同様です。 

  エ 保健医療学部には、修学資金貸与制度はありません。 

 

 (3) 入学者の選抜方法 

   次のとおり行います。 

区分 選抜方法 

第 １ 次 選 考 

 小論文及び面接試験により募集人員数を合格とします。 

 なお、高等学校長又は中等教育学校長から提出された調査書、推薦理由書及び

志願理由書は、面接の際の資料とします。 

第 ２ 次 選 考
  第１次選考合格者のうち、大学入学共通テストの合計点が全国平均点以上である

者を合格者とします。 

 

 (4) 大学入学共通テストの受験を要する教科・科目等 

  ア 看護学科 ３教科３～４科目 

教科 科目 科目等の選択方法 

国 語 『国語』 必須 

地 理 歴 史
 

「世界史 B」「日本史 B」「地理 B」 

左記の１５科目から１科目選択 

 

ただし、「物理基礎」「化学基礎」「生物基

礎」については２科目を選択する。（注） 

公 民 
「現代社会」「倫理」「政治・経済」 

『倫理、政治・経済』 

数 学 「数学Ⅰ」『数学Ⅰ・数学 A』 

理 科
 「物理」「化学」「生物」 

「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」 

外 国 語 『英語』（リスニングの成績も判定の対象とします。） 必須 

    （注） 指定した科目数以上受験した場合は、地理歴史・公民及び理科の第１解答科目、理科の「基礎を付した

２科目」並びに数学の解答科目のうち、全国平均点に対する得点の差が最も大きい科目を用いて合否判定

を行います。 
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 (5) 本学試験（第１次選考）の実施教科・科目等 

  ア 第１次選考 

教科・科目等 科目等の選択方法 

小 論 文 必須 

面   接 （ 個 人 ） 必須 

  （注） 小論文を受験しなかった者は、面接試験を受験できません。 

 

 (6) 教科の配点 

教科 小論文 面接 計 

第 １ 次 選 考 １００ １００ ２００ 

第 ２ 次 選 考
 

 大学入学共通テストの成績については、第 2 次選考の判定にのみ用いる。 

  （注１） 面接により医療人となるための適性を欠くと判断された場合は、第１次選考の成績に関わらず、不合格 

になる場合があります。 

  （注２） 第１次選考合格者のうち、大学入学共通テストにおいて、本学が指定した教科・科目の合計点が全国 

平均点以上である者を第２次選考の合格者とします。 

 

 (7) 身体等に障害のある入学志願者との事前相談 

 本学への入学志願者で、次表に該当する場合（学校教育法施行令第２２条の３に準拠）は、受験上及び修学

上の配慮が必要となることがありますので、令和４年９月３０日(金)までに必ず本学事務局学務課入試係に電話等

で問い合わせしてください。 

必要に応じ、本学において、原則入学志願者及び保護者、又はその立場を代弁しうる者等との面談を行いま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   問い合わせ先  

   札幌医科大学事務局学務課入試係 電話０１１-６１１-２１１１（内線２１８３０・２１８４０） 

 

(8) 入試過去問題の活用 
ア  本学は、アドミッション・ポリシーを実現するため、必要な範囲において、「入試過去問題活用宣言」に参加し

ている大学の入試過去問題を使用して出題することがあります。ただし、必ず使用するとは限りません。 

イ  入試過去問題を使用する際は、そのまま使用することも、一部改変することもあります。 

ウ  「入試過去問題活用宣言」の詳細及び参加大学の一覧については、次の URL にて公表しています。 

http://www.nyushikakomon.jp  

ア 両眼の矯正視力が０.３未満の者又は視力以外の視機能障害が高度の者のうち、拡大鏡等の使用によっ

ても通常の文字、図形等の視覚による認識が不可能又は著しく困難な程度の者 

イ 両耳の聴力レベルが６０デシベル以上の者のうち、補聴器等の使用によっても通常の話声を解することが

不可能又は著しく困難な程度の者 

ウ 肢体（上肢・体幹・下肢）不自由の状態により、立位もしくは座位の保持又は歩行することが不可能又は

困難な者 

エ 肢体（上肢・体幹・下肢）不自由の状態により、筆記又は実験・実習をすることが不可能又は困難な者 

オ 慢性の呼吸器、心臓、腎臓疾患等の状態が継続して医療・生活規制を必要とする程度の者又はこれに

準ずる者 

カ 身体虚弱の状態が継続して生活規制を必要とする程度の者 

キ 上記以外で、受験上、修学上特別の配慮を必要とする程度の機能障害を有する者 
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Ⅳ 保健医療学部 理学療法学科･作業療法学科 出願資格･選抜方法等 

１ 一般選抜（募集人員 学科毎に１６名） 

 (1) 出願資格 

 次の各号のいずれかに該当し、かつ、令和５年度大学入学者選抜大学入学共通テスト（以下「大学入学共通

テスト」という。）において、本学が指定した教科・科目をすべて受験した者 

  ア 高等学校又は中等教育学校を卒業した者及び令和５年３月卒業見込みの者 

  イ 通常の課程による１２年の学校教育を修了した者及び令和５年３月修了見込みの者 

  ウ 学校教育法施行規則第１５０条の規定により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる

者及び令和５年３月３１日までにこれに該当する見込みの者 

    ただし、同条第７号の規定により出願を希望する者は、事前に資格審査を受けなければならず、一般選抜の

出願受付開始日の５日前までに資格審査を申請する必要があります。 

    なお、詳細については、本学事務局学務課入試係に問い合わせしてください。 

 

 (2) 入学者の選抜方法 

 次のとおり２段階に分けて行います。 

  ア 第１段階選抜 

 入学志願者が募集人員に対して本学が定める倍率を超えた場合、大学入学共通テストの成績により、原則

として各学科の募集人員に以下の倍率を乗じた数の入学志願者を第１段階選抜の合格者とします。 

（第１段階選抜を実施する場合の倍率） 

学科 募集人員 倍率 

理 学 療 法 学 科 １６名 ３倍 

作 業 療 法 学 科 １６名 ３倍 

 

  イ 第２段階選抜 

 次の項目の成績及び結果を総合して合格者を決定します。 

なお、調査書は面接の際の資料とします。 

日程 理学療法学科・作業療法学科 

前 期 日 程 ・ 大学入学共通テスト 

・ 第２次試験（個人及び集団面接） 
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 (3) 大学入学共通テストの受験を要する教科・科目等 

  ア 理学療法学科 ５教科７～８科目 

教科 科目 科目等の選択方法 

国 語 『国語』 必須 

数 学 

「数学Ⅰ」『数学Ⅰ・数学 A』 左記の２科目から１科目選択 

「数学Ⅱ」『数学Ⅱ・数学 B』 

『簿記・会計』『情報関係基礎』 
左記の４科目から１科目選択（注１） 

外 国 語
 『英語』『ドイツ語』『フランス語』 

『中国語』『韓国語』 

左記の５科目から１科目選択 

（英語は、リスニングの成績も判定の対象とします。） 

地 理 歴 史 「世界史 B」「日本史 B」「地理 B」 

左記の７科目から１科目選択（注２） 

公 民
 「現代社会」「倫理」「政治・経済」 

『倫理、政治・経済』 

理 科 

「物理」「化学」「生物」 
左記の３科目から２科目

選択 

左記の３科目から１科目

選択 

（同一科目名を含む選択

不可） 

「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」  

左記の３科目から２科目

選択 

（同一科目名を含む選択

不可） 

（注１） 『簿記・会計』『情報関係基礎』を選択することができる者は、高等学校又は中等教育学校でこれらの 

科目を履修した者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の学科の修了（見込みの）者に 

限ります。 

（注２） 地理歴史・公民は、第１解答科目を合否判定の資料として用います。 

（注３） 理科については選択方法が２つあります。同一科目名を含む選択はできません。 

理科の「基礎を付さない科目」において、第１解答科目で本学が指定した科目を受験しなかった場合に

は、たとえ第２解答科目で本学が指定した科目を受験した場合でも「基礎を付さない科目」を受験しなかっ

たものとみなします。 

また、理科の「基礎を付した科目」で本学が指定した科目を受験しなかった場合には「基礎を付した科

目」を受験しなかったものとみなします。  

(注 3) 
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  イ 作業療法学科 ５～６教科７～８科目 

教科 科目 科目等の選択方法 

国 語 『国語』 必須 

数 学 

「数学Ⅰ」『数学Ⅰ・数学 A』 左記の２科目から１科目選択 

「数学Ⅱ」『数学Ⅱ・数学 B』 

『簿記・会計』『情報関係基礎』 
左記の４科目から１科目選択（注１）

 

外 国 語
 『英語』『ドイツ語』『フランス語』 

『中国語』『韓国語』 

左記の５科目から１科目選択 

（英語は、リスニングの成績も判定の対象とします。） 

地理歴史 「世界史 B」「日本史 B」「地理 B」 

左記の７科目から１科目選択 

左記の７科目から

２科目選択 

（同一科目名を含

む選択不可） 

公 民
 「現代社会」「倫理」「政治・経済」 

『倫理、政治・経済』 

理 科 

「物理」「化学」「生物」 

左記の 

３科目から 

２科目選択 

左記の 

３科目から 

１科目選択 

（同一科目名を

含む選択不可） 

左記の３科目から 

１科目選択 

「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」  

左記の 

３科目から 

２科目選択 

（同一科目名を

含む選択不可） 

 

  （注１） 『簿記・会計』『情報関係基礎』を選択することができる者は、高等学校又は中等教育学校でこれらの   

科目を履修した者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の学科の修了（見込み）者に限り

ます。 

  （注２） 地理歴史・公民及び理科については選択方法が３つあります。同一科目名を含む選択はできません。 

  （注３） 指定した科目数以上受験した場合は、地理歴史・公民の第１解答科目、残りの科目（理科の「基礎を付し

た２科目」を含む）のうち、上記に示した３つの選択方法のいずれかを満たす組み合わせから得点の高い 

科目２科目を合否判定の資料として用います。 

ただし、理科の「基礎を付さない科目」において、第１解答科目で本学が指定した科目を受験しなかった

場合には、たとえ第２解答科目で本学が指定した科目を受験した場合でも「基礎を付さない科目」を受験し

なかったものとみなします。 

また、理科の「基礎を付した科目」で本学が指定した科目を受験しなかった場合には、「基礎を付した  

科目」を受験しなかったものとみなします。 

 

 (4) 第２次試験の実施教科・科目等 
日程 教科・科目等 科目等の選択方法 

前 期 日 程 面接（個人及び集団） 必須 

  （注） 面接試験を受験しなかった者は、合格者にはなりません。  

(注 2) 

(注 3) 
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 (5) 教科の配点 

  ア 第１段階選抜に用いる大学入学共通テストの教科の配点 

学科 国語 地理歴史・公民 理科 数学 外国語 計 

理学療法学科 ２００ １００ ２００ ２００ ２００※ ９００ 

作業療法学科 ２００ １００ １００ １００ ２００ ２００※ ９００ 

  ※ 英語の場合 リーディング１００点＋リスニング１００点＝２００点 

ただし、リスニングを免除された者については、リーディングの得点を２倍します。 

 

 (6) 第２段階選抜に用いる配点 

  ア 理学療法学科 

日程 試験区分 国語 地理歴史・公民 理科 数学 外国語 面接 計 総合点 

前期日程 
大学入学共通テスト ２００ １００ ２００ ２００ ２００ － ９００ 

１,１００ 
第２次試験 － － － － － ２００ ２００ 

（注） 面接により医療人となるための適性を欠くと判断された場合は、総合点の成績に関わらず、不合格になる

場合があります。 

 

  イ 作業療法学科 

日程 試験区分 国語 地理歴史・公民 理科 数学 外国語 面接 計 総合点 

前期日程 
大学入学共通テスト ２００ １００ １００ １００ ２００ ２００ － ９００ 

１,１００ 
第２次試験 － － － － － ２００ ２００ 

（注） 面接により医療人となるための適性を欠くと判断された場合は、総合点の成績に関わらず、不合格になる

場合があります。 

 

 (7) 身体等に障害のある入学志願者との事前相談 

本学への入学志願者で、次表に該当する場合（学校教育法施行令第２２条の３に準拠）は、受験上及び修学

上の配慮が必要となることがありますので、令和４年 12 月 14 日(水)までに必ず本学事務局学務課入試係に電話

等で問い合わせしてください。 

必要に応じ、本学において、原則入学志願者及び保護者、又はその立場を代弁しうる者等との面談を行いま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   問い合わせ先  

札幌医科大学事務局学務課入試係 電話０１１-６１１-２１１１（内線２１８３０・２１８４０） 

ア 両眼の矯正視力が０.３未満の者又は視力以外の視機能障害が高度の者のうち、拡大鏡等の使用によっ

ても通常の文字、図形等の視覚による認識が不可能又は著しく困難な程度の者 

イ 両耳の聴力レベルが６０デシベル以上の者のうち、補聴器等の使用によっても通常の話声を解することが

不可能又は著しく困難な程度の者 

ウ 肢体（上肢・体幹・下肢）不自由の状態により、立位もしくは座位の保持又は歩行することが不可能又は

困難な者 

エ 肢体（上肢・体幹・下肢）不自由の状態により、筆記又は実験・実習をすることが不可能又は困難な者 

オ 慢性の呼吸器、心臓、腎臓疾患等の状態が継続して医療・生活規制を必要とする程度の者又はこれに

準ずる者 

カ 身体虚弱の状態が継続して生活規制を必要とする程度の者 

キ 上記以外で、受験上、修学上特別の配慮を必要とする程度の機能障害を有する者 
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２ 学校推薦型選抜（募集人員 学科毎に４名） 

 (1) 出願資格 

 北海道内に所在する高等学校又は中等教育学校を令和５年３月卒業見込みの者のうち、最終学年を含む３年

以上継続して道内に在住する者で、次のすべての要件に該当し、卒業見込みの高等学校又は中等教育学校の

学校長が推薦する者 

 なお、学校長が推薦できる人数は、１つの高等学校又は中等教育学校につき１学科１名とします。 

  ア 高等学校又は中等教育学校における調査書の成績が、全体の評定平均値で４.０以上の者で、人物、学力と

もに優秀であり、将来、保健医療の分野において社会に貢献する意欲のある者 

  イ 令和５年度大学入学者選抜大学入学共通テスト（以下「大学入学共通テスト」という。）において、本学が指定

した教科・科目を受験する者 

  ウ 合格した際に入学を確約できる者 

 

 (2) 出願方法等 

  ア 出願に当たっては、卒業見込みの高等学校又は中等教育学校の学校長から推薦書、推薦理由書等の提出

が必要です。 

  イ 学校推薦型選抜の出願者は、本学の学校推薦型選抜に不合格であった場合に備えて、本学又は他の国公

立大学の一般選抜に出願することができます。 

  なお、本学の一般選抜に出願する場合は、学校推薦型選抜の出願とは別に出願しなければなりません。 

  ウ 入学後４年間の教育カリキュラムは一般選抜による入学者と同様です。 

  エ 保健医療学部には、修学資金貸与制度はありません。 

 

 (3) 入学者の選抜方法 

   次のとおり行います。 

区分 選抜方法 

第 １ 次 選 考 

 小論文及び面接試験により募集人員数を合格とします。 

 なお、高等学校長又は中等教育学校長から提出された調査書、推薦理由書及び志願

理由書は、面接の際の資料とします。 

第 ２ 次 選 考
  第１次選考合格者のうち、大学入学共通テストの合計点が全国平均点以上である者を

合格者とします。 

 

 (4) 大学入学共通テストの受験を要する教科・科目等 

  ア 理学療法学科 ２～３教科３科目、作業療法学科 ３教科３科目 

教科 科目 
科目等の選択方法 

理学療法学科 作業療法学科 

国 語 『国語』 

左記の 6 科目から 2 科

目選択 

必須 

数 学
 

「数学Ⅰ」『数学Ⅰ・数学 A』
 左記２科目から 

１科目選択 

理 科
 「物理」「化学」「生物」

 
 

「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」   

外 国 語 『英語』（リスニングの成績も判定の対象とします。） 必須 必須 

地 理 歴 史
 

「世界史 B」「日本史 B」「地理 B」 

  
公 民

 「現代社会」「倫理」「政治・経済」 

『倫理、政治・経済』 
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 (5) 本学試験（第１次選考）の実施教科・科目等 

  ア 第１次選考 

教科・科目等 科目等の選択方法 

小 論 文 必須 

面       接  （ 個   人 ） 必須 

（注） 小論文を受験しなかった者は、面接試験を受験できません。 

 

 (6) 教科の配点 
教科 小論文 面接 計 

第 １ 次 選 考 １００ １００ ２００ 

第 ２ 次 選 考
 

大学入学共通テストの成績については、第 2 次選考の判定にのみ用いる。 

（注１） 面接により医療人となるための適性を欠くと判断された場合は、第１次選考の成績に関わらず、不合格 

になる場合があります。 

（注２） 第１次選考合格者のうち、大学入学共通テストにおいて、本学が指定した教科・科目の合計点が全国 

平均点以上である者を第２次選考の合格者とします。 

 

 (7) 身体等に障害のある入学志願者との事前相談 

 本学への入学志願者で、次表に該当する場合（学校教育法施行令第２２条の３に準拠）は、受験上及び修学

上の配慮が必要となることがありますので、令和４年９月３０日(金)までに必ず本学事務局学務課入試係に電話等

で問い合わせしてください。 

必要に応じ、本学において、原則入学志願者及び保護者、又はその立場を代弁しうる者等との面談を行いま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   問い合わせ先  

札幌医科大学事務局学務課入試係 電話０１１-６１１-２１１１（内線２１８３０・２１８４０） 

 

(8) 入試過去問題の活用 
ア  本学は、アドミッション・ポリシーを実現するため、必要な範囲において、「入試過去問題活用宣言」に参加し

ている大学の入試過去問題を使用して出題することがあります。ただし、必ず使用するとは限りません。 

イ  入試過去問題を使用する際は、そのまま使用することも、一部改変することもあります。 

ウ  「入試過去問題活用宣言」の詳細及び参加大学の一覧については、次の URL にて公表しています。 

http://www.nyushikakomon.jp  

ア 両眼の矯正視力が０.３未満の者又は視力以外の視機能障害が高度の者のうち、拡大鏡等の使用によっ

ても通常の文字、図形等の視覚による認識が不可能又は著しく困難な程度の者 

イ 両耳の聴力レベルが６０デシベル以上の者のうち、補聴器等の使用によっても通常の話声を解することが

不可能又は著しく困難な程度の者 

ウ 肢体（上肢・体幹・下肢）不自由の状態により、立位もしくは座位の保持又は歩行することが不可能又は

困難な者 

エ 肢体（上肢・体幹・下肢）不自由の状態により、筆記又は実験・実習をすることが不可能又は困難な者 

オ 慢性の呼吸器、心臓、腎臓疾患等の状態が継続して医療・生活規制を必要とする程度の者又はこれに

準ずる者 

カ 身体虚弱の状態が継続して生活規制を必要とする程度の者 

キ 上記以外で、受験上、修学上特別の配慮を必要とする程度の機能障害を有する者 
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Ⅴ 学生募集要項の請求先及び請求方法                

１ 本学で配布（学校推薦型選抜学生募集要項を除く。） 

  「Ⅰ 募集人員・日程等（p３）」記載の配布日から出願受付終了日までの間、次により配布します。 

 事務局学務課入試係  ８：４５～１７：３０（土・日・祝日を除く。） 

 基礎医学研究棟警備室（２４時間（毎日）） 

 

 

２ テレメールから請求（学校推薦型選抜学生募集要項を除く。）         資料請求用 QR コード 

  https://telemail.jp/ にアクセスし、ガイダンスに従ってご請求ください。 

 

 

資料名 資料請求番号 料金（送料含・後納） 発送開始日 

大学案内のみ ５６０１０２ ２５０円 ６月中旬（予定） 

一般選抜学生募集要項のみ ５８０１０２ ２１５円 １１月上旬（予定） 

大学案内＋一般選抜学生募集要項 ５４０１０２ ２５０円 １１月上旬（予定） 

 料金は資料の重量や発送方法により変更となる場合があります。 

 

 「テレメール」についてのお問い合わせ先 

テレメールカスタマーセンター  

ＩＰ電話 ０５０-８６０１-０１０２ （９：３０～１８：００） 

 

 

３ 大学情報センター「モバっちょ」へ請求（学校推薦型選抜学生募集要項を除く。） 

https://djc-mb.jp/sapmed/ にアクセスし、ご請求ください。 

 

 

資料名 料金（送料含） 発送開始日 

大学案内のみ ２５０円 ６月中旬（予定） 

一般選抜学生募集要項のみ ２５０円 １１月上旬（予定） 

大学案内＋一般選抜学生募集要項 ３５０円 １１月上旬（予定） 

 料金は変更となる場合があります。 

 

 「モバっちょ」についてのお問い合わせ先 

大学情報センター株式会社 モバっちょカスタマーセンター  

ＴＥＬ ０５０-３５４０-５００５（平日１０:００～１８:００） 

 

 

４ 卒業又は卒業見込みの高等学校等で配布 

  学校推薦型選抜学生募集要項については、卒業又は卒業見込みの高等学校等を経由した配布となります。 
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Ⅵ 私費外国人留学生入試                       

１ 募集人員 

  医 学 部  若干名 

  保健医療学部  若干名 

 

２ 出願資格 

   次のすべての事項に該当する者 

 (1) 日本国籍を有しない者（日本国の永住許可を得ている者は含まない。） 

 (2) 次の各号のいずれかに該当する者 

  ア 外国において、学校教育における１２年の課程を修了した者及び令和５年３月３１日までに修了見込みの者

（外国の学校において、最終学年を含む２年以上継続して在学したこと） 

  イ アに準ずる者で文部科学大臣の指定した者 

  ウ スイス民法典に基づく財団法人である国際バカロレア事務局から国際バカロレア資格、ドイツ連邦共和国の

各州において大学入学資格として認められているアビトゥア資格又はフランス共和国において大学入学資格 

として認められているバカロレア資格のいずれかを取得した者 

 (3) 留学生の学費と一身上の責任を負うことの出来る、日本国内に居住している身元保証人を有する者 

 (4) 独立行政法人日本学生支援機構が実施している日本留学試験（令和３年６月～令和４年１１月実施分）を 

受験し、次の別表の要件に該当する者 

なお、出題言語（日本語又は英語）は、自由選択とします。 

  （別表） 

学部・学科 日本留学試験の受験科目 

医学部 医 学 科 

日本語 

読解、聴解・聴読解 ２００点以上 

 記述      ２５点以上 

数学（コース２）
 

 １２０点以上
 

理科（２科目自由選択）
 

   １２０点以上
 

保健医

療学部 

看 護 学 科 
日本語 

 読解、聴解・聴読解 ２００点以上 

 記述      ２５点以上 

数学 

（コース１又は 

   コース２） 

  １２０点以上 

理科（２科目自由選択）
 

   １２０点以上
 理学療法学科 

作業療法学科 

  （不明な点があれば、本学事務局学務課入試係に問い合わせしてください。） 

 

３ 入学者の選抜方法 

  次の項目の結果を総合して合格者を決定します。 

学部 選抜方法 

医 学 部
 ・ 日本留学試験の成績 

・ 本学医学部が行う一般選抜（前期日程）の第２次試験（個別学力検査・個人面接） 

・ 出願書類の審査 

保 健 医 療 学 部
 ・ 日本留学試験の成績 

・ 個人面接 

・ 出願書類の審査 

  （注） 面接により医療人となるための適性を欠くと判断された場合は、成績に関わらず、不合格になる場合が  

あります。  
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４ 身体等に障害のある入学志願者との事前相談 

 本学への入学志願者で、次表に該当する場合（学校教育法施行令第２２条の３に準拠）は、受験上及び修学上

の配慮が必要となることがありますので、令和４年１２月１４日(水)までに必ず本学事務局学務課入試係に電話等で

問い合わせしてください。 

 必要に応じ、本学において、原則入学志願者及び保護者、又はその立場を代弁しうる者等との面談を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  問い合わせ先  

札幌医科大学事務局学務課入試係 電話０１１-６１１-２１１１（内線２１８３０・２１８４０） 

 

５ 日程 
項目 医学部・保健医療学部 

学生募集要項配布開始 令和４年１０月下旬（予定） 

出 願 日 令和５年１月２３日（月）～２月 1 日（水）２月３日（金） 

試 験 日 令和５年２月２５日（土） 

追 試 験 日 令和５年３月４日（土 ） 

合 格 発 表 日 令和５年３月８日（水 ） 

①追試験対象事由は次のとおりとします。 

（ア）新型コロナウイルスに罹患し、本試験日に入院中又は自宅や宿泊施設において療養中の者 

（イ）発熱・咳等の症状があり、本試験日の検温で３７．５度以上の熱がある者 

（ウ）保健所等から濃厚接触者として特定され本試験前日までに健康観察期間が終了していない者 

※ （ウ）については、自治体の初期スクリーニングの結果が陰性であり、本試験当日も無症状、かつ公共交通機関

を利用しない移動等をすることにより、受験を認める場合があります。 
②追試験への申請方法など実施方法詳細については、別途、学生募集要項等にてお知らせします。 

 

６ 学生募集要項の請求先及び請求方法 

 (1) 本学で配布 

 上記の学生募集要項配布開始日から出願受付終了日までの間、次により配布します。 

  ・事務局学務課入試係  ８：４５～１７：３０（土・日・祝日を除く。） 

 

 (2) 郵便による請求 

 請求用封筒の表に「私費外国人留学生入試 学生募集要項請求」と朱書し、返信用封筒同封の上、請求して

ください。また、大学案内も希望する場合は、「大学案内請求」と、併記してください。 

返信用封筒は、 

・角形２号（Ａ４判の冊子が折らずに入る大きさ）とし、表面に請求者の住所、氏名、郵便番号を明記してください。 

・学生募集要項のみの場合は１４０円、大学案内も希望の場合は３９０円分の切手を貼ってください。 

・返信先が外国の場合は、航空便５００ｇ料金相当の国際返信切手券を同封してください。 

ア 両眼の矯正視力が０.３未満の者又は視力以外の視機能障害が高度の者のうち、拡大鏡等の使用によっ

ても通常の文字、図形等の視覚による認識が不可能又は著しく困難な程度の者 

イ 両耳の聴力レベルが６０デシベル以上の者のうち、補聴器等の使用によっても通常の話声を解することが

不可能又は著しく困難な程度の者 

ウ 肢体（上肢・体幹・下肢）不自由の状態により、立位もしくは座位の保持又は歩行することが不可能又は

困難な者 

エ 肢体（上肢・体幹・下肢）不自由の状態により、筆記又は実験・実習をすることが不可能又は困難な者 

オ 慢性の呼吸器、心臓、腎臓疾患等の状態が継続して医療・生活規制を必要とする程度の者又はこれに

準ずる者 

カ 身体虚弱の状態が継続して生活規制を必要とする程度の者 

キ 上記以外で、受験上、修学上特別の配慮を必要とする程度の機能障害を有する者 
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７ 入試過去問題の活用 
ア  本学は、アドミッション・ポリシーを実現するため、必要な範囲において、「入試過去問題活用宣言」に参加し

ている大学の入試過去問題を使用して出題することがあります。ただし、必ず使用するとは限りません。 

イ  入試過去問題を使用する際は、そのまま使用することも、一部改変することもあります。 

ウ  「入試過去問題活用宣言」の詳細及び参加大学の一覧については、次の URL にて公表しています。 

http://www.nyushikakomon.jp 
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Ⅶ 令和７年度札幌医科大学入学者選抜における利用教科・科目について（予告） 

（令和５年度入学者選抜からの変更点ではありませんので、ご注意ください） 

 

１． 令和７年度大学入学共通テスト（令和７年１月実施）から新学習指導要領に対応した出題教科・科目に変更

されることに伴い、本学の利用教科・科目については次のとおりとします。（注１） 

（変更科目：赤字、下線、黄色マーカー） 

 

○ 医学部医学科 

（１） 一般選抜 

教科 科目 科目の選択方法 

国語 『国語』 必須 

地理歴史・

公民 

『歴史総合、世界史探究』『歴史総合、日

本史探究』『地理総合、地理探究』『地理

総合、歴史総合、公共』『公共、倫理』『公

共、政治・経済』 

 

（旧教育課程履修者に対する措置） 

「旧世界史 B」「旧日本史 B」「旧地理 B」

「旧現代社会」「旧倫理」「旧政治・経済」

『旧倫理、旧政治・経済』 

（第 1 解答科目）（注２） 

数学 『数学Ⅰ、数学 A』 

 

（旧教育課程履修者に対する措置） 

『旧数学Ⅰ・旧数学 A』 

必須 

『数学Ⅱ、数学 B、数学 C』（注３） 

 

（旧教育課程履修者に対する措置） 

『旧数学Ⅱ・旧数学 B』『旧簿記・会計』

『旧情報関係基礎』（注４） 

必須 

理科 『物理』『化学』『生物』 左記の 3 科目から 2 科目選択 

外国語 『英語』『ドイツ語』『フランス語』『中国語』

『韓国語』 

左記の 5 科目から 1 科目選択

（英語はリスニングの成績も判

定の対象とします）（注５） 

情報 『情報Ⅰ』 

 

（旧教育課程履修者に対する措置） 

『旧情報（仮）』 

必須 

（注１） 旧教育課程履修者に対する経過措置として、新教育課程による出題科目・科目選択の方法に加

え、旧教育課程から出題される科目を選択することができます。 

なお、新教育課程履修者は、旧教育課程から出題される科目を選択解答することはできません。 

（注２） 地理歴史・公民から２科目を受験している場合は、第１解答科目の成績を採用します。 

なお、地理歴史・公民における２科目の選択方法は、文部科学省の定めに倣います。 

（注３） 『数学Ⅱ、数学Ｂ、数学Ｃ』の出題範囲のうち、「数学Ｂ」及び「数学Ｃ」は、「数学Ｂ」の２項目の内容

（数列、統計的な推測）及び「数学Ｃ」の２項目の内容（ベクトル、平面上の曲線と複素数平面）のうち

３項目の内容の問題を選択解答してください。 
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（注４） 『旧簿記・会計』『旧情報関係基礎』を選択することができる者は、高等学校又は中等教育学校でこ

れらの科目を履修した者及び文部科学省の指定を受けた専修学校高等課程の学科の修了（見込

み）者に限ります。 

（注５） 外国語で『英語』を選択する場合は、リーディング及びリスニングの両方を受験してください。ただし、

リスニング受験免除者は、リーディングの点数を２倍にして200点満点に換算して成績とします。 

 

（２） 学校推薦型選抜 

教科 科目 科目の選択方法 

国語 『国語』 必須 

地理歴史・

公民 

『歴史総合、世界史探究』『歴史総合、日

本史探究』『地理総合、地理探究』『地理

総合、歴史総合、公共』『公共、倫理』『公

共、政治・経済』 

 

（旧教育課程履修者に対する措置） 

「旧世界史 B」「旧日本史 B」「旧地理 B」

「旧現代社会」「旧倫理」「旧政治・経済」

『旧倫理、旧政治・経済』 

（第 1 解答科目）（注２） 

数学 『数学Ⅰ、数学 A』 

 

（旧教育課程履修者に対する措置） 

『旧数学Ⅰ・旧数学 A』 

必須 

『数学Ⅱ、数学 B、数学 C』（注３） 

 

（旧教育課程履修者に対する措置） 

『旧数学Ⅱ・旧数学 B』 

必須 

理科 『物理』『化学』『生物』 左記の 3 科目から 2 科目選択 

外国語 『英語』『ドイツ語』『フランス語』『中国語』

『韓国語』 

左記の 5 科目から 1 科目選択

（英語はリスニングの成績も判

定の対象とします）（注 4） 

情報 『情報Ⅰ』 

 

（旧教育課程履修者に対する措置） 

『旧情報（仮）』 

必須 

（注１） 旧教育課程履修者に対する経過措置として、新教育課程による出題科目・科目選択の方法に加

え、旧教育課程から出題される科目を選択することができます。 

なお、新教育課程履修者は、旧教育課程から出題される科目を選択解答することはできません。 

（注２） 地理歴史・公民から２科目を受験している場合は、第１解答科目の成績を採用します。 

なお、地理歴史・公民における２科目の選択方法は、文部科学省の定めに倣います。 

（注３） 『数学Ⅱ、数学Ｂ、数学Ｃ』の出題範囲のうち、「数学Ｂ」及び「数学Ｃ」は、「数学Ｂ」の２項目の内容

（数列、統計的な推測）及び「数学Ｃ」の２項目の内容（ベクトル、平面上の曲線と複素数平面）のうち３

項目の内容の問題を選択解答してください。 

（注４） 外国語で『英語』を選択する場合は、リーディング及びリスニングの両方を受験してください。ただし、

リスニング受験免除者は、リーディングの点数を２倍にして200点満点に換算して成績とします。 
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○  保健医療学部 

（１）  看護学科 一般選抜 

（注１） 『数学Ⅱ、数学Ｂ、数学Ｃ』の出題範囲のうち、「数学Ｂ」及び「数学Ｃ」は、「数学Ｂ」の２項目の内容（数

列、統計的な推測）及び「数学Ｃ」の２項目の内容（ベクトル、平面上の曲線と複素数平面）のうち３項目

教科 科目 科目等の選択方法 

国  語 『国語』 必須 

数  学 

「数学Ⅰ」『数学Ⅰ、数学 A』 

 

（旧教育課程履修者に対する措置） 

「旧数学Ⅰ」『旧数学Ⅰ・旧数学Ａ』から 1 科目選択 

左記２科目から１科目選択 

『数学Ⅱ、数学 B、数学 C』（注１） 

 

（旧教育課程履修者に対する措置） 

『旧数学Ⅱ』『旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ』『旧簿記・会計』『旧

情報関係基礎』から 1 科目選択（注２） 

必須 

外 国 語 『英語』『ドイツ語』『フランス語』『中国語』『韓国語』 

左記５科目から 1 科目選択 

（英語は、リスニングの成績も判定の

対象とします）（注 3） 

地理歴史・

公民（注４） 

『地理総合、地理探究』『歴史総合、日本史探究』『歴史

総合、世界史探究』『地理総合、歴史総合、公共』『公

共、倫理』『公共、政治・経済』 

 

（旧教育課程履修者に対する措置） 

「旧世界史 B」「旧日本史 B」「旧地理 B」「旧現代社会」

「旧倫理」「旧政治・経済」『旧倫理、旧政治・経済』から

最大 2 科目選択（注５） 

左記 6 科目から１

科目選択 

左記 6 科目から２

科目選択（注６） 

理  科 

『物理』『化学』『生物』 

左記３

科目か

ら２科

目選択 

左記３科

目から１

科目選

択 

（同一科

目名を

含む選

択不可） 

左記３

科目か

ら１科目

選択 

 

『物理基礎、化学基礎、生物基礎、地学基礎』（注 7）  

２科目選

択 

（同一科

目名を

含む選

択不可） 

 
２科目

選択 

情報 

『情報Ⅰ』 

 

（旧教育課程履修者に対する措置） 

『旧情報（仮）』 

必須 
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の内容の問題を選択解答してください。 

（注２） 『旧簿記・会計』『旧情報関係基礎』を選択することができる者は、高等学校又は中等教育学校でこ

れらの科目を履修した者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の学科修了者に

限ります。 

（注３） 外国語で『英語』を選択する場合は、リーディング及びリスニングの両方を受験してください。ただ

し、リスニング受験免除者は、リーディングの点数を２倍にして200点満点に換算して成績とします。 

（注４） 指定した科目数以上受験した場合は、地理歴史・公民の第１解答科目、残りの科目（理科の「基礎

を付した２科目」を含む）のうち得点の高い科目２科目を合否判定の資料として用います。 

（注５） 旧課程履修者に対する措置として「旧」のつく、地理歴史・公民を２科目選択する場合、同一科目

名を含む選択はできません。 

（注６） 地理歴史・公民における２科目の選択方法は、文部科学省の定めに倣います。 

（注７） 『物理基礎、化学基礎、生物基礎、地学基礎』については地学基礎を除いた3科目中２科目を選

択解答してください。 

 

（２）  看護学科 学校推薦型選抜 

教科 科目 科目等の選択方法 

国語 『国語』 必須 

地理歴史・公民 

『地理総合、地理探究』『歴史総合、日本史探究』『歴史

総合、世界史探究』 

 

（旧教育課程履修者に対する措置） 

「旧世界史 B」「旧日本史 B」「旧地理 B」 

左記の 14 科目から

１科目選択 

（注 3） 

『地理総合、歴史総合、公共』『公共、倫理』『公共、政

治・経済』 

 

（旧教育課程履修者に対する措置） 

「旧現代社会」「旧倫理」「旧政治・経済」、『旧倫理、旧政

治・経済』 

数学 

『数学Ⅰ』『数学Ⅰ・数学Ａ』『数学Ⅱ、数学 B、数学 C』

（注１） 

 

（旧教育課程履修者に対する措置） 

「旧数学Ⅰ」『旧数学Ⅰ・旧数学 A』『旧数学Ⅱ・旧数学

B』 

理科 
『物理』『化学』『生物』 

『物理基礎、化学基礎、生物基礎、地学基礎』（注 2） 

情報 

『情報Ⅰ』 

 

（旧教育課程履修者に対する措置） 

『旧情報（仮）』 

外国語 『英語』 

必須（リスニングの

成績も判定の対象

とします） 

（注１） 『数学Ⅱ、数学Ｂ、数学Ｃ』の出題範囲のうち、「数学Ｂ」及び「数学Ｃ」は、「数学Ｂ」の２項目の内容

（数列、統計的な推測）及び「数学Ｃ」の２項目の内容（ベクトル、平面上の曲線と複素数平面）のうち

３項目の内容の問題を選択解答してください。 
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（注２） 『物理基礎、化学基礎、生物基礎、地学基礎』については地学基礎を除いた3科目中２科目選択を

選択解答してください。 

（注３） 指定した科目数以上受験した場合は、地理歴史・公民及び理科の第１解答科目、理科の「基礎を

付した２科目」並びに数学の解答科目のうち、全国平均点に対する得点の差が最も大きい科目を

用いて合否判定を行います。 

 

（３）  理学療法学科 一般選抜 

（注１） 『数学Ⅱ、数学Ｂ、数学Ｃ』の出題範囲のうち、「数学Ｂ」及び「数学Ｃ」は、「数学Ｂ」の２項目の内容（数

列、統計的な推測）及び「数学Ｃ」の２項目の内容（ベクトル、平面上の曲線と複素数平面）のうち３項

目の内容の問題を選択解答してください。 

（注２） 『旧簿記・会計』『旧情報関係基礎』を選択することができる者は、高等学校又は中等教育学校でこれらの

科目を履修した者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の学科修了者に限ります。 

（注３） 外国語で『英語』を選択する場合は、リーディング及びリスニングの両方を受験してください。ただし、リ

スニング受験免除者は、リーディングの点数を２倍にして200点満点に換算して成績とします。 

教科 科目 科目等の選択方法 

国  語 『国語』 
必須 

 

数  学 

『数学Ⅰ』『数学Ⅰ、数学 A』 

 

（旧教育課程履修者に対する措置） 

「旧数学Ⅰ」『旧数学Ⅰ・旧数学Ａ』か

ら 1 科目選択 

左記２科目から１科目選択 

『数学Ⅱ、数学 B、数学 C』（注１） 

 

（旧教育課程履修者に対する措置） 

『旧数学Ⅱ』『旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ』『旧

簿記・会計』『旧情報関係基礎』から 1

科目選択（注 2） 

必須 

外 国 語 
『英語』『ドイツ語』『フランス語』『中国

語』『韓国語』 

左記５科目から 1 科目選択 

（英語は、リスニングの成績も判定の対象とします）（注 3） 

地理歴

史・公民 

『地理総合、地理探究』『歴史総合、日

本史探究』『歴史総合、世界史探究』

『地理総合、歴史総合、公共』『公共、

倫理』『公共、政治・経済』 

 

（旧教育課程履修者に対する措置） 

「旧世界史 B」「旧日本史 B」「旧地理

B」「旧現代社会」「旧倫理」「旧政治・

経済」『旧倫理、旧政治・経済』 

左記６科目から１科目選択（注４） 

理  科 

『物理』『化学』『生物』 左記３科目から２科目選択 
左記３科目から１科目選択 

（同一科目名を含む選択不可） 

『物理基礎、化学基礎、生物基礎、地

学基礎』（注 5） 
 

左記科目から２科目選択 

（同一科目名を含む選択不可） 

情報 

『情報Ⅰ』 

 

（旧教育課程履修者に対する措置） 

『旧情報（仮）』 

必須 
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（注４） 第1解答科目を合否判定に用います。 

（注５） 『物理基礎、化学基礎、生物基礎、地学基礎』については地学基礎を除いた3科目中２科目を選択解答し

てください。 

 

（４） 理学療法学科 学校推薦型選抜  

 

※「情報Ⅰ」は受験科目に入れません。 

 

  

教科 科目 科目等の選択方法 

国語 『国語』 

左記 6 科目から 2 科目選択 数学 

『数学Ⅰ』『数学Ⅰ、数学 A』 

 

（旧教育課程履修者に対する措置） 

「旧数学Ⅰ」『旧数学Ⅰ・旧数学Ａ』 

理科 『物理』『化学』『生物』 

外 国 語 『英語』 
必須（リスニングの成績も判定の対象と

します） 
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（５） 作業療法学科 一般選抜 

（注１） 『数学Ⅱ、数学Ｂ、数学Ｃ』の出題範囲のうち、「数学Ｂ」及び「数学Ｃ」は、「数学Ｂ」の２項目の内容（数

列、統計的な推測）及び「数学Ｃ」の２項目の内容（ベクトル、平面上の曲線と複素数平面）のうち３項

目の内容の問題を選択解答してください。 

（注２） 『旧簿記・会計』『旧情報関係基礎』を選択することができる者は、高等学校又は中等教育学校でこれらの

科目を履修した者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の学科修了者に限ります。 

（注３） 外国語で『英語』を選択する場合は、リーディング及びリスニングの両方を受験してください。ただし、リ

スニング受験免除者は、リーディングの点数を２倍にして200点満点に換算して成績とします。 

（注４） 指定した科目数以上受験した場合は、地理歴史・公民の第１解答科目、残りの科目（理科の「基礎を付した

２科目」を含む）のうち、上記に示した3つの選択方法のいずれかを満たす組み合わせから得点の高い科目

教科 科目 科目等の選択方法 

国語 『国語』 必須 

数学 

『数学Ⅰ』『数学Ⅰ、数学 A』 

 

（旧教育課程履修者に対する措置） 

「旧数学Ⅰ」『旧数学Ⅰ・旧数学Ａ』から

1 科目選択 

左記２科目から１科目選択 

『数学Ⅱ、数学 B、数学 C』（注１） 

 

（旧教育課程履修者に対する措置） 

『旧数学Ⅱ』『旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ』『旧

簿記・会計』『旧情報関係基礎』から 1

科目選択（注２） 

必須 

外国語 
『英語』『ドイツ語』『フランス語』『中国

語』『韓国語』 

左記５科目から 1 科目選択 

（英語は、リスニングの成績も判定の対象とします）（注３） 

地理歴史・

公民 

(注４) 

『地理総合、地理探究』『歴史総合、日

本史探究』『歴史総合、世界史探究』

『地理総合、歴史総合、公共』『公共、倫

理』『公共、政治・経済』 

 

（旧教育課程履修者に対する措置） 

「旧世界史 B」「旧日本史 B」「旧地理

B」「旧現代社会」「旧倫理」「旧政治・経

済」『旧倫理、旧政治・経済』から最大 2

科目選択 

左記 6 科目から１科目選択 
左記 6 科目から２科目選

択（注 5） 

理科 

(注４) 

『物理』『化学』『生物』 
左記３科目か

ら２科目選択 

左記３科目から１科

目選択 

（同一科目名を含む

選択不可） 

左記３科目から１科目選択 

『物理基礎，化学基礎，生物基礎, 地

学基礎』（注 5） 
 

左記科目から２科目

選択 

（同一科目名を含む

選択不可） 

 

情報 

『情報Ⅰ』 

 

（旧教育課程履修者に対する措置） 

『旧情報（仮）』 

必須 
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２科目を合否判定の資料として用います。 

（注５） 地理歴史・公民における２科目の選択方法は、文部科学省の定めに倣います。 

（注６） 『物理基礎、化学基礎、生物基礎、地学基礎』については地学基礎を除いた3科目中２科目を選択解答し

てください。 

 

（６） 作業療法学科 学校推薦型選抜 

※「情報Ⅰ」は受験科目に入れません。 

 

 

２． その他 

配点等の詳細については検討中です。決定した内容は本学ホームページにてお知らせします。 

なお、内容は現時点のものであり、今後引き続き検討を加えた結果、変更することがありますので本学からの

発表にご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

  

教科 科目 科目等の選択方法 

国語 『国語』 必須 

数学 

『数学Ⅰ』『数学Ⅰ、数学 A』 

 

（旧教育課程履修者に対する措置） 

「旧数学Ⅰ」『旧数学Ⅰ・旧数学Ａ』 

左記 2 科目から 1 科目選択 

外 国 語 『英語』 
必須（リスニングの成績も判定の対象と

します） 
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問い合わせ先 

〒０６０-８５５６ 札幌市中央区南１条西１７丁目 

札幌医科大学事務局学務課入試係 

電話 ０１１-６１１-２１１１（内線２１８３０・２１８４０）  

 

＊８：４５～１７：３０（土・日・祝日を除く。） 

＊問い合わせは、やむを得ない場合を除き入学志願者本人が行ってください。  

 

 


